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議

然
と
ふ
れ
あ
う
輝
き
の
附
」
実
現
に
向
け
て

平
成
十
三

年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
が
三
月
二
十
三
日
に

耳
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

額
四
十
一
億
八
千
四
百
万
円
（
前
年
対
比
二
〇
・
五
％
）
　
の

。
そ
の
概
要
と
町
長
の
施
政
方
針
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

今
年
は
、
二
〇
〇
一
年
、
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
二
十
一

世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。

平
成
十
三
年
度
の
国
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
新
た

な
発
展
基
盤
の
構
築
・
施
策
に

一
層
の
重
点
化
を
図
り
つ
つ
、

公
需
か
ら
民
需
へ
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
を
円
滑
に
行
い
、
我
が
国

経
済
を
自
立
的
回
復
軌
道
に
乗

せ
る
と
の
観
点
に
立
っ
て
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
公
共
団

体
に
も
主
権
者
で
あ
る
地
域
住

民
の
立
場
か
ら
行
財
政
運
営
の

簡
素
化
や
、
適
正
化
等
の
一
層

の
推
進
な
ど
、
歳
出
全
般
に
わ

た
る
見
直
し
、
合
理
化
・
効
率

化
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
江
府
町
に
お

い
て
は
、
従
来
か
ら
施
策
の
基

本
と
し
て
お
り
ま
す
　
「
福
祉
の

⑳

町
と
人
づ
く
り
」
　
「
大
地
と
水
と

縁
を
守
る
自
然
保
護
」
　
「
若
者
の

定
住
と
少
子
化
対
策
」
　
「
住
民
の

安
全
で
安
心
」
　
の
原
則
を
堅
持
し

な
が
ら
　
「
自
然
と
ふ
れ
あ
う
輝
き

の
町
・
江
府
」
づ
く
り
の
具
現
化

に
む
け
、
公
正
・
公
開
・
参
加
・

誠
実
、
主
役
の
町
民
を
中
心
に
す

え
た
対
話
と
協
調
を
基
本
理
念
に

町
づ
く
り
を
進
め
る
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

災
害
復
興
元
年

平
成
十
三
年
度
の
予
算
編
成
は
、

本
年
七
月
四
日
任
期
満
了
の
町
長
、

町
議
会
議
員
改
選
の
年
で
あ
り
、

本
来
な
ら
骨
格
予
算
と
す
べ
き
が

常
道
で
す
。
昨
年
、
十
月
六
日
予

想
も
し
な
い
鳥
取
県
西
部
地
震
に

り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
被
災

さ
れ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
図
る

た
め
の
復
興
元
年
と
位
置
づ
け
、

震
災
対
策
を
最
優
先
と
し
て
、
新

規
事
業
を
抑
制
し
、
継
続
助
成
事

業
及
び
経
常
経
費
を
中
心
と
し
て

編
成
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
激
甚
災
害
指
定

に
よ
る
高
額
助
成
を
中
心
に
、
鳥

取
県
西
部
地
震
住
宅
復
興
補
助
金

等
の
対
応
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
住
民
生
活
の
　
「
安
全
と
安

心
」
を
保
障
す
る
た
め
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
て
、
江
府
町
地
域
防

災
計
画
を
見
直
し
充
実
を
図
り
ま

す
。
昨
年
度
事
業
で
整
備
中
の
多

目
的
緊
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着

場
に
本
年
度
は
災
害
備
蓄
倉
庫
を

建
設
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
体
制

を
強
化
し
、
防
災
に
強
い
町
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

地
方
分
権
と
情
報
公
開

次
に
若
者
定
住
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
　
「
住

宅
行
政
在
り
方
委
員
会
」
を
設
置

し
、
住
宅
施
策
を
重
点
に
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
町
営
住
宅
の
入
居

希
望
も
多
く
継
続
的
な
整
備
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
地
方
の
時
代
で

あ
り
、
地
方
自
治
体
の
自
己
決

⑳

◎

定
・
自
己
責
任
に
基
づ
く
競
争
の

時
代
と
認
識
し
、
こ
の
地
方
分
権

の
必
須
条
件
は
、
透
明
性
と
説
明

責
任
で
す
。
情
報
公
開
に
つ
い
て

は
昨
年
よ
り
西
部
町
村
会
で
作
業

を
進
め
、
議
会
全
協
に
お
い
て
も

研
修
、
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

本
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
後
世
に
負
担
を
残
さ

な
い
よ
う
健
全
財
政
最
優
先
の
町

と
し
て
財
政
の
簡
素
化
、
食
糧
・

物
件
費
等
の
よ
り
経
費
節
減
合
理

化
を
図
り
、
新
世
紀
の
町
づ
く
り

に
む
け
決
意
も
新
た
に
全
職
員
あ

げ
て
一
層
の
努
力
を
誓
い
ま
す
。

●
棄
照
寺
の
石
垣
復
旧
工
事
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41億8，400万円

⑳災
害
復
旧
対
策
に
3
億
9
8
0
0
万
円

平
成
1
3
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
と
し
て
災
害
対
策
費
3
億
9
8
0

0
万
円
を
含
む
総
額
4
1
億
8
4
0
0
万
円
（
前
年
対
比
1
1
0
、
5
1
％
）
、

更
に
、
別
途
特
別
会
計
と
し
て
1

6
会
計
歳
入
歳
出
予
算
、
1
7
億
5
5
4
万
円
、

一
般
会
計
と
あ
わ
せ
る
と
5
8
億
8
9
5
4
万
円
と
な
り
ま
す
。

1
月
末
の
人
口
4
1
1
6
人
、
世
帯
数
1
2
0
0
戸
で
単
純
計
算
を
し
ま

す
と
町
民
1
人
あ
た
り
1
4
3
万
1
千
円
、
1
世
帯
あ
た
り
4
9
0
万
8
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特別会計
17億554万円

（単位万円）

26，981

10，133

56，968

15，769

9，099

405

○国民健康保険（事業勘定）

○国民健康保険（施設勘定）

○老人保健

○簡易水道事業

○農業集落排水事業

○林業集落排水事業

○特定環境保全公共下水事業　　　19，830

574

400

351

400

1，231

24

○住宅新築資金等貸付事業

○江尾財産区

○神奈川財産区

○米沢財産区

○笠良原市民農園

○鳥取県西部町村情報公開

個人情報保護審査会

○介護保険（保険事業勘定）　　　28，185

0介護保険（サービス事業勘定）　　　　204
◎
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芦
紆
事
務
が
ユ
ン
ビ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
翳
す

1

2
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

町
で
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化
へ
の

準
備
作
業
を
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
能
率
ア
ッ
プ
で
、
今
ま

で
よ
り
戸
籍
事
務
の
届
出
処
理
や
証
明
書
の
交
付
時
間
が
短
縮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化
さ
れ
る
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

改
正
さ
れ
た

戸
籍
法
っ
て
？

町
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
二

月
か
ら
住
民
登
録
や
印
鑑
登
録
、

各
証
明
書
発
行
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
処
理
化
を
は
じ
め
、
行
政
改

革
に
と
も
な
う
戸
籍
窓
口
業
務
の

効
率
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
戸
籍
謄
抄
本
の
発
行
に
つ
い

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化
す
る
こ

と
も
そ
の
一
環
で
す
。

こ
の
電
算
処
理
は
、
平
成
六
年

十
二
月
に
行
わ
れ
た
戸
籍
法
の
改

正
に
よ
り
取
り
扱
い
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
戸
籍
事
務
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化
は
、
平
成
七

年
の
東
京
都
　
（
豊
島
区
、
台
東

区
）
　
を
皮
切
り
に
、
全
国
五
百
六

十
五
市
町
村
、
県
内
で
も
三
十
九

市
町
村
の
内
十
八
の
町
村
が
行
っ

て
い
ま
す
。
（
平
成
十
二
年
十
二

月
現
在
）
。

今
回
、
町
が
行
う
改
正
で
は
、

戸
籍
数
で
二
千
七
百
三
十
件
、
本

籍
人
口
で
約
四
千
百
十
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
住
所
地
が

江
府
町
に
あ
る
方
で
も
、
本
籍
地

が
江
府
町
に
な
い
方
に
つ
い
て
は

改
正
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
化
す
る
と
…

一
、
戸
籍
の
届
出
が
速
や
か
に
処

理
さ
れ
ま
す
。

こ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化
に
よ

り
、
記
載
内
容
な
ど
の
確
認
が
早

く
で
き
、
戸
籍
へ
の
記
載
が
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
届
出
か
ら
証
明
書
の

発
行
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。

三
、
戸
籍
証
明
書
の
交
付
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。

戸
籍
の
証
明
は
…

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
化
に
よ
り
、

戸
籍
謄
本
、
抄
本
の
様
式
が
左
記

の
よ
う
に
変
り
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
の
戸
籍
は
　
「
縦

書
き
」
文
書
体
で
記
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
改
正
後
は
　
「
横
書

き
」
　
と
な
り
、
漢
数
字
も
洋
数
字

に
な
り
ま
す
。
読
み
や
す
く
、
わ

⑳

4

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
な
お
、

今
ま
で
朱
色
で
押
さ
れ
て
い
た
公

印
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
電
子

印
　
（
黒
色
の
印
）
　
に
変
わ
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
る
証

明
書
の
用
紙
に
は
、
コ
ピ
ー
機
に

よ
る
偽
造
を
防
止
す
る
た
め
、
地

紋
紙
と
い
う
特
殊
な
用
紙
が
使
わ

れ
ま
す
。

今
ま
で
の
戸
籍
書
類
は
…

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
戸
籍

の
書
類
　
（
原
本
の
戸
籍
）
　
は
、
改

正
原
戸
籍
と
し
て
、
役
場
で
永
年

保
存
し
ま
す
。

も
し
、
改
正
原
戸
籍
の
証
明
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
請
求

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

戸
籍
の
誤
字
の
解
消
と

取
り
扱
い
に
つ
い
て

戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
氏
名
の
文

字
が
新
し
い
戸
籍
で
は
使
用
で
き

な
い
文
字
　
（
誤
字
等
）
　
で
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
正
し
い
文
字

（
正
字
）
　
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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今までの戸籍謄本

こ
の
謄
本
は
戸
籍
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る

平
成
拾
参
年
四
月
弐
拾
五
首

鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
長

以

下

余

白

室

戸
鰯
か
ら
入
籍
⑳

平
成
墓

年
四
月
式
拾
日
江
府
太
郎
と
婚
梱
届
出
島
寮

松
江
市
警

町
芋

且
六
墓

地
袈

呵
和
五
鎗
葦

参
月
参
日
島
根
県
松
江
市
で
出
生
同
月
八
日
父
届
出
人
題

¢
戸
籍
カ
ら
入
籍

平
成
拾
参
年
四
月
弐
給
日
蓮

花
子
畠

姻
届
出
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
盲
五
掌

地
江
府

栗

憂

弐
月
壱
日
米
子
市
‾亡
出
生
官

給
日
父
届
出
人
■

平
成
拾
参
冬
四
具

拾
月
縞
製

樽　　　　 本

鳥
取
県
日
野
郡
江
肝
町
大
字

江

尾

首

五

十

番‾

地

名　　　　 氏

江

府

太

郎

生出

年

月

日

母 l父 生出 妻 母 父 生出 夫 母 父

昭
和
五
絵
巻
年

参

日

参

E

花

子

皇

子

女

加

藤

雄

昭
和
五
拾

年

式

月

号

日

太

郎

和

子

男

江

府

郎

長

【戸籍証明の新旧対照表】

変更項目 従来の証明 コンピュータ導入後

名　　 称
謄　　　 本 全部事項証明書

抄　　　 本 個人事項証明書

様　　 式
B 4版横長 （謄本）

A 4 版 縦 長
B 6版縦長 （抄本）

書　　 式 文　 書　 体 項目別横書き

用　　 紙 白　　　 紙 地　 紋　 式

公　　 印 朱　 肉　 印 黒色の公印（電子印）

個人情報の保護について

戸籍事務をコンピュータ化することに

より、個人情報（プライバシー）を保護

することが重要となります。

町では、電子計算組織処理に係る個人

情報の保護に関する規則および戸籍情報

システムに係るデータ保護管理規則により、

その保護を図っています。

◎

これからの全部事項証明（戸籍謄本）
（1 の 1） l 全　 部　 事　 項　 証　 明

未　　　　 籍 鳥 取 県 日野 郡 江 府 町 大 字 江 尾 1 5 0 番 地

氏　　　　 名 江 府 太 郎

戸 籍 事項　戸籍 線型
t鋼製 日】 平成 1 3 年 4 月 2 0 ．日

戸 編 に記 録 されて い る者 【名】 太 郎

l生年 月 別 昭 和 5 0 年 2 月 1 日　　 【配偶 者区 分】 夫

【父】 江府 一郎
【母】 江府 和子
【続柄 1 長男

身 分事項
出 生

婚 姻

【出生 日】 昭和 5 0 年 2 月 1 日

出生 地】 鳥取 県 米子市
届 出 日】 昭和 5 0 年 2 月 1 0 日
届 出人】 父

婚姻 目】平成 1 3 年 4 月 2 0 日
配偶 者 氏名】 加藤 花子
従前 戸籍 】鳥 取 県 日野 紡江 府町 大字 江尾＝ 5 0 番 地　 江府 一郎

戸 籍に記 録 されて い る老 【創 花 子

【生年 月 日】昭 和 5 3 年 3 月 3 日　　 【配偶 者 区別 要

【父】 加藤 雄二
【母】 加藤 里子
t折柄 】二 女

身 分事 項
出 生

婚 姻

【出 生 日】 昭和 5 3 年 3 月 3 日
出生 地】 島根 県松 江市

届 出 日】昭和 5 3 年 3 月 8 日
届 出人 】父

婚姻 日丁 平成 1 3 年 4 月 2 0 日
配偶 者 氏名】 江府 太郎
従前 戸籍 】 島根 県松江 市東 本町 三 丁 目6 0 番 地　 加 藤雄二

以下 余 白

発行番号　00000025

これは．戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である○

平成13年4月25日

鳥取県計野粁江府町長　福田
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あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課℡75－2211

溝口署管内三町の老人クラブ対抗の交通安全コン

クール開始式が、各クラブ代表者が参加し4月12日

溝口町民体育館で行われました。コンクールには、

51チーム1，818人が参加して行われ、この日から秋

の交通安全運動期間最終日の9月30日までの171日間

で、無事故無違反を競います。

開始式では、参加者を代表し、江府町老人クラブ

㊧連合会の仲嶋勝利会長が「みんなでいっしょになっ

て交通安全をめざします」と宣誓しました。

⑳登山道周辺に群生するカタクリの花

〟▲「‾　「

江府町と岡山県新庄村の県境にある毛無山（標高

1，218㍍）の登山道山開き祭が、4月29日、中国電力俣

野川ダムサージタンク展望駐車場周辺で開かれました。

登山道入り口に、関係者や登山愛好家ら200人余り

が参加して、登山の安全を願い神事が行なわれました。

時おり雨の降るあいにくの天候でしたが、参加者

は登山を開始し、紫色の可憐な花を咲かせたカタク

リを眺めながら、約2時間をかけて山頂に登りつめま

した。

春の行楽シーズンを前に、4月15日、江府町女性会

や御机子供会・大山鏡ヶ成国民休暇村・エバーランド

職員のみなさんが、鍵掛峠から大平原（エバーランド

奥大山）までの区間を、一斉清掃しました。

毎年、春と秋の2回清掃をしていますが、この日も

約2時間ほどの清掃で、軽トラックいっぱいの空き缶

などのごみが集まりました。中には、バッテリーやタ

イヤホイールなども捨ててありました。

○道路周辺を清掃する参加者
◎
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柱軒早野ノl‥制
檎奈緒美さん

（日南中学教諭）

4月から7月末までカサラフアームで
長期社会体験研修中

⑳

教
員
に
な
っ
て
十
年
が
た
ち
、
学

校
の
中
だ
け
の
生
活
で
は
、
知
ら
な

い
う
ち
に
物
事
を
一
面
的
に
し
か
見

ら
れ
な
い
。
ど
う
し
て
も
頭
の
中
だ

け
で
物
事
を
考
え
て
し
ま
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
と
思
い
始

め
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
「
教
員
に
求
め
ら
れ

る
広
い
視
野
と
柔
軟
な
発
想
の
養
成

…
」
を
目
的
に
、
県
教
育
委
員
会
が
、

教
員
を
対
象
に
し
た
長
期
社
会
体
験

研
修
生
を
募
集
し
て
い
た
の
で
応
募
し
、

こ
の
研
修
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
知
識
に
偏
ら
ず
、
自

然
体
で
心
の
部
分
の
充
実
を
は
か
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
僚
の
勧
め
で

カ
サ
ー
フ
フ
ァ
ー
ム
に
決
定

研
修
先
を
ど
こ
に
し
よ
う
か
と
考

え
て
い
た
矢
先
、
江
府
町
出
身
の
先

生
が
「
大
自
然
の
中
に
農
園
が
あ
っ
て
、

良
い
と
こ
ろ
で
す
よ
」
　
と
カ
サ
ラ
フ

ァ
ー
ム
を
す
す
め
て
く
れ
ま
し
た
。

接
客
業
務
や
農
作
物
の
栽
培
な
ど
今

ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
仕
事
が

で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
え
る

と
思
い
こ
こ
に
決
め
ま
し
た
。

大
自
然
の
中
で

い
や
さ
れ
る
毎
日
で
す

四
カ
月
の
研
修
の
う
ち
、
ひ
と
月

が
た
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
毎
日
が

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
日
々
色
が
変

わ
っ
て
い
く
、
パ
ン
ジ
ー
や
芝
桜
が

あ
り
、
大
山
の
見
え
る
こ
の
場
所
で

働
い
て
み
る
と
い
や
さ
れ
、
幸
福
感

に
浸
れ
ま
す
。

都
会
か
ら
き
た
人
が
、
何
も
な
い

こ
こ
で
、
元
気
に
な
っ
て
帰
ら
れ
る

⑳

姿
を
何
回
も
み
ま
し
た
。

ま
た
地
区
の
年
配
の
方
と
じ
っ
く

り
話
し
を
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
教
え
ら
れ
ま
す
。
初
対
面
で
も
ス

ッ
と
受
け
入
れ
て
く
れ
、
若
い
人
に

は
な
い
温
か
み
と
包
容
力
を
感
じ
ま
す
。

先
日
、
鏡
ケ
成
に
接
客
研
修
に
も

行
き
ま
し
た
。
厨
房
・
フ
ロ
ン
ト
・

清
掃
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
ど
こ
で
も

従
業
員
の
み
な
さ
ん
が
、
プ
ロ
意
識

と
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
、
き
ち
ん
と

熱
心
に
仕
事
を
さ
れ
る
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。

笑
顔
で
接
す
る
と

み
ん
な
心
を
開
い
て
く
れ
る

接
客
業
務
を
し
て
み
て
、
自
分
が

今
ま
で
人
に
対
し
て
必
ず
し
も
誠
意

を
も
っ
て
接
し
て
い
な
い
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。

何
か
を
し
な
が
ら
生
徒
の
話
し
を

聞
い
た
り
、
口
先
だ
け
の
あ
い
さ
つ

だ
っ
た
り
と
。
逆
に
そ
う
い
う
接
し

方
を
さ
れ
る
と
、
自
分
が
大
事
に
さ

れ
て
い
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。
笑
顔

で
揺
す
る
と
お
客
さ
ん
も
自
然
に
笑

顔
に
な
り
心
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
教
え
る
技
術
を
学
ぶ

こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

人
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

ど
ん
な
こ
と
な
の
か
少
し
ず
つ
教
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

0
農
園
で
地
区
の
人
と
章
取
作
業

晶
学
校
を
離
れ
カ
サ
ラ
フ
ア
ー
ム
で

社
会
体
験

自
分
に
足
り
な
い
も
の
を

見
つ
け
に
き
ま
し
た
。

◎
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明道児童館　75－2624

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラフアーム　75－3377

工パーランド奥大山　77－2828

AT ON INF＝OFIMAT10N lNFOFtMATlON

日曜農業教皇
■開催日時

第1回　平成13年5月20日（日）～

9月16日まで（5回）

13：30～16：30

■研修場所　鳥取県立農業大学校

■研修内容

⑳　野菜、花き、農産物加工、ふるさと（押

し花）の4コース

■申込受付　5月15日（火）まで

『申込・問い合せ先

〒682－0402

鳥取県東伯郡関金町大鳥居1238

鳥取県立農業大学校

教育研修部　研修科

℡　0858－45－2411

FAXO858－45－2412

犬の登録・狂犬病の予防注射をします
1日時　平成13年6月10日（日）

午前10時00分～10時15分

■場所　江府町総合健康福祉センター前

■対象

◎登録　生後91日以上の飼犬の内、

未登録の犬

◎注射　生後91日以上のすべての飼犬

（登録は生涯1回です）

●手数料

（新規登録の犬）（登録清の犬）

登録手数料　　3，000円

注射済証交付　　550円　　550円

注射料　　　　2，400円　　2．400円

計　　　　　　5，950円　　2，950円

●手数料はお釣りのいらないようにお願いします。

次の場合は届け出が必要です。

役場福祉保健課（℡75－6111）まで
ご連絡下さい。

○犬が死亡等でいない場合

○犬を譲渡する場合

○所有者の氏名及び住所の変更をする場合
○所有者を変更する場合

◎

総合健康福祉センター

福祉保健課　75－6111

江尾診療所　75－2055

lNF＝ORMATlON INFORMATlQN INFORMATION INF＝ORNTATJON

町営住宅入居者募集

■場　　　所　江府町大字武庫498番地

『戸　　　　数　3戸

■家　　　賃　40，000円（敷金家賃の3カ月分）

■申し込み資格　○町内に住所を有する方、または、入居と共に

江府町民となる方

○現に同居し、同居しようとする親族がある方

○収入基準に該当する方

○現在住宅に困っている方

○町税を滞納していない方

（上記すべてに該当する方）

｝申し込み期限

■入居予定日

｛問い合わせ先

■間　取　り

平成13年5月18日（金）まで
平成13年6月1日予定

役場　総務課　℡75－2211
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役場への電話は…

■市外局番0859■

ファックス　75－2389

総　務　課　75－2211

同和対策室　75－2211

1NFORMATlON一一一一一一一一一INFORMATlON

企画政策室　75－2211　　議会事務局　75－3307

町　民　課　75－3223　　　農業委員会　75－2211

出　納　室　75－2211　　教育委員会　75－2223
産業振興課　75－3222　　　公　民　館　75－3211

農林土木課　75－3305　　　総合体育館　75－3229

建設環境課　75－3306　　　図　書　館　77－2000

1NFORMATION一一一一一一1NF：ORMATlON一一一一一一lNFORMATION一一一一一INFOFtrV］ATlON一一一一一一一一一一lNFOR

行政相談はお気軽に…
藤原敏江さんは、このた

び国務大臣総務庁長官から
行政相談委員を委嘱されま
した。任期は2年間です。
行政に関する苦情、意見・

要望は行政相談委員へお気
軽にご相談ください。

相談は無料で秘密を守ります。

なお、行政相談は自宅のほか、原則として
毎月第2水曜日に老人福祉センターで定例相

談所を開催していますので、ご利用ください。
｛問い合せ先

役場人権同和対策室（℡75－2111）まで

農地相談会
農地に関することで、日頃困っておられること

や疑問に思われることがありましたら相談ください。

■日　時　平成13年5月31日（木）
午後1時30分～4時00分

■場　所　江府町役場　東庁舎　小会議室

鳥取県西部地震で被害を受けた方へ
■補助金申請受付期日

鳥取県西部地震で住宅や土地などに被害を受けた方への

支援策として、緊急対策補助金の支給を行なっていますが、

下記の期日で取り扱いを終了いたします。指定期日以降は、

取り扱いできませんので御注意ください。

緊急対策事業 申請締切日 実施完了期日

土地関係修繕 平成13年10月5日 平成14年3月3 1日

住宅関係修繕 平成13年10月5日 平成14年10月3 1日

＊申請期日を過ぎますと、補助金制度が適用できなくな

りますので、早めに手続をして下さい。

』お問い合わせは

地震災害復興室（江府町役場内）

℡75－2211　へ

◎農地・農林業施設災害の相談は、農林土木課へ

◎

㊨　 ㊤　 ㊥　 ㊨　　 5 月 分

求人事業所名 所　 在　地 職　　　　 種 年　齢 賃　　　 金 就業時間

大山鏡ケ成　 国民休暇村 御机709－1 営業係 18～26 148，500～164，100 6
11

30～15
00～21

30
00

大山鏡ケ成　 国民休暇村 御机709－1 調理係 18～26 148，500～164，100 6
10

30～18
00・～21

．30

．00
社矧 臥 寿耕会（チロルの里） 久達7 ケア　 マネージャー 22～60 148，400～212，000 8ニ30～17：30

社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久達7 管理栄養士 22～60 169，600～212，000 8：30～17：30

社会福祉法人寿朝会（チロルの里） 久遠7 介護職員 18～55 120，400 8：30～17：30

有限会社　 南大山建材 佐川159－12 重機運転手 25～50 2 16，000～264，000 8：00～17：00

有限会社　 住　 田　 組 佐川882 重機運転手 20～54 198，000～350，000 8：15～17：30

有限会社　 住　 田　 組 佐Jl旧82 技術管理者 20～54 198，000～350，000 8：15～17：00

江尾貨物自動車有限会社 佐川1002－1 クレーンオペレーター 2 1～55 140月00～180，000 8：00～17：00

江尾貨物自動車有限会社 佐川1002－1 集じん車助手 18～60 110月00～140，000 8：00～16：00

江尾貨物自動車有限会社 佐川1002－1 重機回送、台車麺転手 2 1～5 5 140，000～170，000 8：00～17：00

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

l　 ●求人情報に関する問い合わせ先 米子 公共 職業 安定 所根 雨出張 所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）

※町報掲載時までに、充足清等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。
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江府中学校修学旅行

4月16日（月）から19日（木）までの4日間、江府中

学校修学旅行団（3年生41名、引率教員6名）が東京

での修学旅行を楽しみました。

東京では東京ディズニーランド、東京ドーム、東

京タワー、国会議事堂などを見学しました。また、

班ごとに分かれて自分たちで東京都内を自由に行動（エ

キスカーション）し、お互いに助け合って目的地に

到着。貴重な体験をしました。

楽しかった3日間もあっという間に過ぎ去り、生

徒たちは疲れながらも充実した面持ちで寝台特急「出

⑳雲」で帰路につきました。

広島・倉敷に行
小学校連合修三

小学校連合修学旅行団（町

内小学校6年生43名、引率教

員10名）が4月19日（木）、20日

（金）の2日間、修学旅行に行

ってきました。

宮島厳島神社や広島平和公園、

倉敷チポリ公園などを見学し、

見聞を広めました。

〝一′一一一一・・・・・・・・・一一一一㌦一一㌦・ノ【

修学旅行をふりかえって・‥

◎ディズニーランドのパレードがとても美しい

ので写真を撮りまくりました⑳あと何回でも行

きたいです。　　　　　　（仲駐　友恵さん）

◎東京の修学旅行は夢みたいに楽しく、たくさ

んの思い出ができてよかったです。

（前田佳代子さん）

◎一番楽しかったのはエキスカーションでいろ

いろな所に行ったことです。今度行くときは一

人で行きたいです。　　　（藤原　敬史君）

「おいし一日」
初めて毛んじゃ焼きを定へました。

エキスカーションでの写真（撮影は生徒）

●厳島神社の鳥居をバックに全員写真
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今年もがん捗り寺号

⑳

明
徳
学
園
入
学
式

四
月
二
十
四
日
　
（
火
）
　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
十
六
名
の
方
が
入

学
さ
れ
学
園
生
百
四
十
六
名
と
な
り
、
本
年
度
も
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
入
学
式
で
は
、
学
生
を
代
表
し
て
前

会
長
の
本
高
親
雄
さ
ん
が
、
誓
い
の
言
葉
を
の
べ
ら
れ
ま

し
た
。
入
学
式
後
、
学
生
自
治
会
総
会
が
開
か
れ
今
年
度

の
事
業
計
画
・
役
員
の
改
選
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
は
、
本
高
親
雄
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

⑳
青
少
年
育
成
推
進
委
員
に
再
任

じ
ゃ
り
ん
こ
く
ら
ぶ
開
講
式

「
⊆
」
」
≧
」
〓
一
日
‖
」
」
日
日
．
日
、
リ

四
月
二
十
日
　
（
金
）
　
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
じ
ゃ
り
ん
こ
く
ら
ぶ
の
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
二
十
四
組
、
五
十
人
の
親
子
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
講
演
会
・
芋
掘
り
・
参
加
者
計
画
等

年
間
二
十
六
回
の
実
施
予
定
で
す
。
開
講
式
に
は
、
じ
ゃ

り
ん
こ
く
ら
ぶ
を
卒
業
さ

れ
た
わ
母
さ
ん
三
名
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
歌
を
う
た
っ
た
り
、

一
緒
に
遊
ん
だ
り
と
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

入
会
は
、
い
つ
で
も
で

き
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
下
さ
い
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
公
民
館
7
5
－
3

2
1
1
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

四
月
二
十
三
日
（
月
）
に
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
分
館
長
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、
今
年

度
の
生
涯
学
習
計
画
・
公
民
館
事

業
及
び
町
民
体
育
大
会
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
廉

青
少
年
育
成
推
進
委
貝
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
意
欲
を
地
域
社
会
に
く
ま
な
く
浸
透
さ
せ
、
あ
わ

せ
て
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
推
進
体
制
の
整

備
及
び
組
織
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、
市
町
村
長
の

推
薦
に
よ
り
、
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長
が
各

市
町
村
に
一
名
委
嘱
し
ま
す
。

四
月
一
日
の
委
嘱
発
令
を
受
け
地
域
の
青
少
年
健

全
育
成
に
か
か
わ
る
諸
問
題
の
解
決
・
関
係
諸
団
体

と
の
連
携
・
非
行
防
止
等
に
あ
た
ら
れ
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
、
こ
の
他
に
も
青
少
年
に
関
す
る
役

職
を
歴
任
、
ま
た
教
育
相
談
員
と
し
て
毎
週
金
曜
日

教
育
委
員
会
二
階
で
児
童
・
生
徒
そ
の
保
護
者
の
方

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 女

さ
ん

江 府 町 教 育 相 談 室

TEL・FA X　75－3939
毎週金曜日　8：30～17：00

場　所　教育垂員会2階

第17回国民文化祭・とっとり2002

夢フェスタとっとり
～ふるさとふれあい夢づくり～

平成14（2002）年10月12日田－11月48回

プレ大会実施について

国民文化祭プレ大会を国民休暇村大山鏡ケ成、

工バーランド奥大山において10月6日（土）、

7日（日）に実施することになりました。

内容は、体験ツアー・シンポジウム・水辺の

コンサート等を計画しています。なお引き続

き国民文化祭にスタッフとして、参加していた

だけるボランティアの方々を募集しています。

詳しくは江府町公民館までお問い合わせ下

さい。

TEL75－3211

◎
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凰彗出近寄甘

模
倣
犯
（
上
）
（
下
）

宮
部
み
ゆ
き

比
類
な
き
知
能
犯
の
狂
気
に
立
ち

向
か
う
人
々
を
待
ち
か
ま
え
る
運
命

と
は
7
　
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
現
代

社
会
に
生
き
る
若
者
た
ち
の
心
の
闇

に
潜
む
狂
気
の
本
質
に
迫
る
。
著
者

自
ら
　
「
代
表
作
に
な
る
」
　
と
語
る
期

待
の
一
冊
。

南
極
の
ペ
ン
ギ
ン
　
　
高
倉
　
健

ア
フ
リ
カ
の
少
年
、
沖
縄
の
運
動

会
…
。
俳
優
、
高
倉
健
が
世
界
中
で

出
会
っ
た
優
し
い
心
。
こ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
胸
の
星
に
。

高
倉
健
覇

円
仁
鋸
教
久
川

．
霞
（
嘗
し

ペ
ン
ギ
ン

ウ
エ
ハ
ー
ス
の
椅
子

江
囲
　
香
織

私
を
訪
ね
て
く
る
の
は
、
や
さ
し

い
恋
人
と
の
ら
猫
、
そ
し
て
、
記
憶

と
孤
独
。
と
て
も
切
な
く
危
険
な
恋

愛
小
説
。

⑬

力
カ
シ
の
夏
休
み
　
　
重
松
　
　
清

僕
た
ち
の
人
生
も
半
ば
を
過
ぎ
た
。

故
郷
を
出
て
二
十
年
あ
ま
り
。
旧
友

の
死
が
、
四
人
を
再
会
さ
せ
た
。
彼

ら
の
帰
る
場
所
は
ど
こ
な
の
か
～

笠
夢
淀
．

‥

■

●

江

川

香

織

早
春
の
少
年
～
伊
集
院
大
介
の
誕
生

栗
本
　
　
薫

転
校
早
々
、
大
介
が
見
つ
け
た
猫

の
死
骸
。
そ
れ
は
少
年
の
眼
に
し
か

見
え
な
い
次
な
る
凶
行
の
発
端
だ
っ
た
。

悲
劇
的
な
伝
説
を
も
つ
姫
川
の
周
辺

で
起
き
た
不
可
解
な
事
件
を
追
う
名

探
偵
の
タ
マ
ゴ
、
伊
集
院
大
介
は
、

（
透
明
人
間
）
と
対
決
す
る
。

絶
対
泣
か
な
い
　
　
　
山
本
　
文
緒

私
達
は
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
、
何

故
働
い
て
い
る
か
を
忘
れ
て
し
ま
い

が
ち
だ
。
ど
う
し
て
働
い
て
い
る
の
か
。

何
が
欲
し
い
の
か
。
ど
う
し
た
い
の
か
。

ど
う
し
て
も
ら
い
た
い
、
の
で
は
な
く
、

ど
う
し
た
い
の
か
。
自
己
に
問
い
か

け
る
作
品
。

で
も
元
気
！
　
　
　
　
橘
　
　
由
子

離
婚
・
失
業
・
脳
こ
う
そ
く
・
入

院
中
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
の

ど
こ
が
ま
ず
か
っ
た
の
か
、
こ
の
先

ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
、
ど

う
稼
ぎ
、
食
べ
て
い
く
の
か
、
恋
愛

や
結
婚
を
自
分
の
な
か
で
ど
う
位
置

づ
け
る
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
た
。

学
級
崩
壊
を
越
え
て稲

垣
　
忠
彦
（
編
）

教
室
の
変
革
か
ら
学
校
の
改
革
へ
。

子
ど
も
の
学
び
を
中
心
と
す
る
授
業

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
き
た
教
師
た
ち

の
柔
ら
か
な
息
遣
い
と
確
か
な
足
跡
が
、

こ
こ
に
あ
る
。

掩
　
対
　
泣
　
か
　
な
　
い

山
　
本
　
文
　
精

■

　

○

　

た

　

仁

　

■

　

い

　

て

　

■

　

け

　

●

　

■

　

■

掛罵声】
甘戚・指日出厚

学級崩壊を
越えて

琵慧監子どもの学びを中心とす巻
そしてtiの食事から緩於づくりに榊払え宅た

報庚蓼へ　　教鮮たちの柔らかな

息かlと附、な足跡机【

こ誓′▼＿攣彗

⑳

⑳
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早
起
き
テ
ニ
ス
教
室
始
ま
る

四
月
一
日
　
（
日
）
　
午
前
六
時
三
十
分

か
ら
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
小
雪

の
降
る
中
、
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
で
早
起

き
テ
ニ
ス
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
度
初
の
早
起
き
テ
ニ
ス

を
集
ま
っ
た
人
た
ち
で
楽
し
み
ま
し
た
。

以
降
、
毎
日
、
十
月
末
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
小
・
中
学
生
を
．
は
じ
め
ど
な
た
で

も
歓
迎
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⑳

感
謝
）
状
贈
呈

多
年
に
亘
り
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
、

徳
岡
健
男
氏
に
、
四
月
二
十
三
日
、
体
協

総
会
の
席
で
福
田
体
育
協
会
会
長
よ
り
感

謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

徳
岡
氏
は
、
江
府
町
体
育
協
会
副
会
長

を
平
成
二
年
～
平
成
五
年
ま
で
二
期
四
年
、

同
会
長
を
平
成
六
年
～
平
成
十
一
年
ま
で

三
期
六
年
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
の

功
績
は
多
大
で
、
た
く
さ
ん
の
町
民
が
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

⑳

大
会
結
果

上
野
か
ら
せ

五
日
の
予
山
荘

第
十
回
江
府
町
春
季

交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

四
月
二
十
日
　
（
金
）
、
江
府
町
運
動
公

園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
二
十
九
名
、
五
チ

ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
　
佐
川
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
貝
田
A
チ
ー
ム

三
　
位
　
　
助
渾
チ
ー
ム

十
四
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日

十
九
日

二
十
日

二
七
日

三
十
日

巡
回
図
書
一
区

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
野
ク
ラ
ブ
杯

全
国
学
童
野
球
日
野
郡
予
選

郡
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会

ナ
イ
タ
ー
開
き

柔
道
教
室
開
講
式

巡
回
図
書
二
区

剣
道
教
室
開
講
式

巡
回
図
書
三
区

日
野
郡
対
抗
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

じ
ゃ
り
ん
こ
く
ら
ぶ

江
府
町
職
域
野
球
大
会

江
尾
・
明
倫
小
運
動
会

米
沢
小
運
動
会盆

◎
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厨
ヱ
国
際
交
流
員
で
す

∃

◎

生
舌
る
儒
教
の
教
え

胸
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
上
長
い
連
休
。
ド
ラ
イ
ブ
に

旅
行
に
と
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
さ
れ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

辺
で
は
農
作
業
が
忙
し
い
時
期
で

で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

韓
国
で
も
五
月
は
「
家
庭
の
月
」

で
す
。
日
本
同
様
五
月
五
日
は
「

子
供
の
日
」
で
す
。
五
月
八
日
は
、

日
本
で
は
「
母
の
日
」
で
す
が
、
韓

国
で
は
「
父
母
の
日
」
で
す
。

そ
の
日
の
朝
、
子
供
は
ち
ょ
っ

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
、
胸

に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
を
つ
け

て
あ
げ
ま
す
。
親
達
は
一
日
花
を

つ
け
た
ま
ま
過
ご
し
ま
す
。

藤原京子国際交流員

「
師
匠
の
日
」

そ
れ
か
ら
日
本
に
は
な
い
日
が

あ
り
ま
す
。
何
だ
と
思
い
ま
す
か
7
・

五
月
十
五
日
「
師
匠
の
日
」
、
す
な

わ
ち
先
生
の
日
で
す
。
こ
の
日
に

な
る
と
、
生
徒
達
か
ら
先
生
へ
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
す
。
「
師

匠
の
日
」
が
近
づ
く
と
、
生
徒
達

は
少
し
ず
つ
お
金
を
出
し
合
っ
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
決
め
ま
す
。
い
つ

も
は
厳
し
い
先
生
で
も
、
こ
の
日

ば
か
り
は
温
厚
に
な
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
「
父
母
の
日
」
で
も
先
生
に

生
徒
が
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花

を
つ
け
て
あ
げ
る
の
は
当
た
り
前

で
す
。こ

れ
は
現
役
の
先
生
ば
か
り
で

⑳

は
な
く
、
退
職
さ
れ
た
先
生
を
囲

ん
で
の
飲
み
会
を
催
し
た
り
、
遠

く
離
れ
た
と
こ
ろ
の
先
生
に
手
紙

を
善
い
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。

昔
か
ら
の
儒
教
の
教
え
で
、
「

王
と
師
と
親
は
一
緒
で
あ
る
」
と

い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
王
様
に

抱
く
尊
敬
の
気
持
ち
で
師
に
接
す
る
。

師
を
尊
敬
し
崇
め
る
気
持
ち
で
親

に
接
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

あ
る
先
生
か
ら
お
聞
き
し
た
、
と

て
も
い
い
話
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。あ

る
母
親
と
傘

雨
が
降
る
と
か
な
ら
ず
子
供
に
、

先
生
に
と
傘
を
持
た
せ
る
母
親
が

お
り
ま
し
た
。
最
初
は
少
し
戸
惑

っ
た
先
生
も
い
つ
か
ら
か
そ
れ
が

当
た
り
前
の
よ
う
な
感
じ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
や
が
て
一
年
が
過
ぎ
、

そ
の
先
生
は
別
の
学
校
へ
と
転
勤

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
雨
降
り

の
放
課
後
先
生
は
ふ
っ
と
思
い
出

し
ま
し
た
。
「
そ
う
い
え
ば
、
雨

の
時
に
は
い
つ
も
傘
を
持
た
せ
て

は
、
先
生
を
尊
敬
す
る
気

持
ち
で
す
。
私
は
子
供
に

小
さ
い
時
か
ら
先
生
を
尊

敬
す
る
気
持
ち
を
植
え
付

け
た
か
っ
た
の
で
す
。
だ

か
ら
そ
の
方
法
と
し
て
、

先
生
は
大
事
な
方
だ
か
ら

雨
に
ぬ
れ
て
は
い
け
な
い
、

そ
の
気
持
ち
を
傘
に
託
し
、

子
供
を
送
り
出
し
て
お
り

ま
し
た
。
子
供
は
今
で
も

雨
の
日
に
は
、
自
分
か
ら

二
本
の
傘
を
も
っ
て
学
校

に
行
く
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
」

⑳
く
だ
さ
っ
た
母
親
が
い
た
な
。
つ

い
感
謝
の
気
持
ち
を
言
い
そ
び
れ

て
い
た
け
ど
、
今
か
ら
で
も
伝
え

よ
う
。
」
と
先
生
は
思
い
立
ち
、

そ
の
母
親
に
電
話
を
掛
け
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
そ
の
母
親
か
ら
返
っ
て

き
た
吉
葉
。

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

「
先
生
、
私
は
子
供
に
、
傘
を
持

た
せ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
が
持
た
せ
た
の

そ
の
話
を
聞
い
た
先
生
は
、
目
頭

が
熱
く
な
り
、
電
話
に
向
か
っ
て

深
々
と
お
辞
儀
を
し
た
そ
う
で
す
。

い
か
が
で
し
た
か
？

儒
教
の
教
え
は
韓
国
で
も
だ
ん

だ
ん
薄
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

今
で
も
親
や
お
年
寄
り
、
先
生
を

尊
敬
し
、
敬
う
気
持
ち
は
ま
だ
ま

だ
深
い
で
す
。

●セベ工（正月の朝、親や親せきにするおじぎ）の模様
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人の動き
4月届
（敬称略）

◎ご結婚を祝します

芸警芸警）≡孟≡ら

◎ごめい福を祈ります

（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）

助　渾　井上　　一　89歳　一貴

新　道　角田　忠義　80歳　春江

自　住　芦立　　緑　87歳　本人

本町一　藤田　敏悪　82歳　幸一

尾之上原　藤原甫喜子　93歳　光広

歯交通事故歯
●交通事故発生状況【町内】
人身事故　1件（5）
死　　者　　0人（0）
負傷者　　1人（8）
物損事故　　6人（34）
⑳飲酒運転検挙音数【町内者】

0人（0）
3月中のまとめ（）内は平成13年間累計

⑳交通死亡事故ゼロ継続日数

306日（平成13年3月31日現在）

）火　災二・

騨火災ゼロ継続日数

24日　（5月1日現在）

⑬

錮蜘 l江府附を苛る臨めlこ
鳥取県環境美化推進員

永井　党さん（小江尾）

4月1日から1年間、「環境美

化促進地区」に指定されている大
山環状道路周辺（工パーランドか

ら鍵掛峠）を巡視していただき、
行楽客に「ポイ捨て禁止」の指導、
違反者を監視していただきます。

鳥取県産業廃棄物
不法投棄監視員

生田　－さん（新一）

4月1日から1年間江府町内

を巡視し、産業廃棄物の不法

投棄を発見した場合保健所へ

報告していただきます。

溝口警察署管内交通事故増加〝

い∴i・一一

夜間の外出は、

○できるだけ明るい服装
○キラキラ光る反射材を着けて
反射タスキは、役場総務課で販売しています。

⑳

査
問
の
道
路
繰
、
庭
陳
が
い
っ
ぱ
い
。

ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
報

の
中
に
「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
四
月

に
誕
生
し
た
お
子
さ
ん
な
ら
翌
月

の
五
月
号
に
お
名
前
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
で
も
、
最
近
は
出
生
が
少

な
く
、
全
く
無
い
、
さ
み
し
い
月
も
か

な
り
あ
り
ま
す
。
例
年
四
月
は
比

較
的
多
い
月
な
の
に
ご
覧
の
と
お
り

先
月
は
、
結
局
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ち
な
み
に
、
十
二
年
度
の

出
生
数
は
、
町
全
体
で
も
わ
ず
か

十
三
人
で
す
▼
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
田
ん
ぼ
は
、
都
会
な
ど
か
ら
の

帰
省
客
が
加
わ
っ
て
、
と
て
も
に
ぎ

や
か
で
す
。
お
お
ぜ
い
で
田
植
を
し

て
い
る
光
景
を
見
る
と
、
こ
の
人
た

ち
が
、
こ
の
ま
ま
町
内
に
住
ん
で
く

れ
た
ら
…
。
人
口
も
増
え
、
活
気
も

で
る
だ
ろ
う
な
ど
と
あ
ら
ぬ
こ
と

を
考
え
た
り
も
し
ま
す
▼
都
会
の

会
社
を
リ
タ
イ
ア
後
、
田
舎
で
暮
ら

す
な
ど
と
い
う
話
し
を
耳
に
し
ま

す
が
、
い
ず
れ
ふ
る
さ
と
に
も
ど
る

な
ら
、
鮭
の
よ
う
に
産
卵
前
に
帰
っ

て
来
て
は
し
い
も
の
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
「
お
誕
生
」
と
「
ご
め
い
福
」
コ

ー
ナ
ー
の
掲
載
者
が
逆
転
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
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元云
t，で＿亨i

＼ミミここ≧≦

身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し
た

岬 T‾　 t　 一？ － 。．J r

に　 環 去ノー

・・・野菜の春巻己・・・

春野菜をたっぷりつかった春巻きです。

野菜の甘味としょうがの風味でいただく

減塩メニューです。

災
害
現
場
で
の
測
量
の
大
変
さ

（株）ヒノコンサルタント勤務

大　岩　万　恵さん
（下蚊崖・19歳）

●仕事について教えてください　－　。

勤めてちょうど1年がたち、仕事の内容も

厳しさもわかってきました。

窓口の応対や契約書の作成などの一般事務

が主な仕事です。電話のかけ方ひとつで、会

社のイメージが変わるので、応対には特に注

意しています。

去年の地震直後、災害現場に同行しましたが、

背の高さほどあるやぶの中で悪戦苦闘し、み

んなの足手まといになってしまいました。

⑳趣味を教えて乾ださい

料理、特に洋菓子作りです。甘さをひかえた、

こくのあるシュークリームが、みんなに大好

評（？）です。一度食べたら、もう他のは食

べれませんよ。なんて（笑い）。

鬱これから挑戦してみたいことは

高校のころは、新体操をしていました。今は、

運動不足なので、何かスポーツを始めたいと

思っています。

●好きな男性のタイ罰ま　　。

おっとり系の自分を、どっしりと支えてく

れる人。背も高い方がいいかな。

◆材　料（4人分）

春巻きの皮　　12枚
干し椎茸　　　　3枚
えび　　　　　80g
グリーンアスパラ　4本
にんじん　　　509
ゆでたけのこ　1009
キャベツ　　　100g
ピーマン　　　　2個
たまねぎ　　　209
しょうが　　　109
塩　　　　　　　小さじ1／2
こしょう　　　　少々
酒　　　　　　　大さじ1
マヨネーズ　　　大さじ4
小麦粉（のり用）少々
揚げ油　　　　　適宜

エネルギー……241kcal

蛋白質…………6．59

塩　分・・・　…0．99

カルシウム……55mg

◆作り方
①干し推考は水でもどす。

（診アスパラはゆでて3～4cm
の薄切りにする。

（卦皮をむいた人参、たけのこ、
キャベツ、しいたけは3cm

長さの千切りにし、ゆでて
おく。

④ピーマンは種とへたをとり、

たまねぎ、しょうがは皮を

むき千切りにする。
⑤エビは殻と背わたをとり、

さっとゆでて1cmの小口

に切る。
（むボウルに②（卦の野菜、塩、

こしょう、酒、マヨネーズを
加えて軽く混ぜる。

⑦春巻きの皮を1枚ずつ広

げ⑥をのせて巻き、水でと
いた小麦粉でとめる。

⑧175度に熟した油で⑦を
色よく揚げる。

担当：食生活改善推進協議会（新町1丁目）

世帯数1，198世帯（±0）人口4．101人（一10）男1，943人（－2）女2．158人（一日）（）は前月比　4月末

陀≦萱　発行／江府町役場‡2謁芸芭冒涜聖賢『野慧課蒜蒐慧言…　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
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